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通期連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向を踏まえ、2023年２月３日開催の取締役会において、2022年５月９日に公表い

たしました 2023年３月期の連結業績予想および１株当たり期末配当予想について、以下のとおり修正をする

ことといたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

１．当期の連結業績予想数値の修正 

（１）2023年３月期通期連結業績予想（2022年４月１日～2023 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

127,000 

百万円 

4,480 

百万円 

4,850 

百万円 

3,280 

円 銭 

104.45 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  130,000 5,800 6,300 4,400 140.11 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 3,000 1,320 1,450 1,120  

増  減  率 （  ％  ） 2.4 29.5 29.9 34.1  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 2 年 ３ 月 期 ） 
123,964 5,502 6,082 4,245 135.20 

 

（２）修正の理由 

  当社の業績は、原材料価格の高騰や需要過多による部材納期の長期化など、不安定な情勢が懸念されま

したが、企業の設備投資姿勢は積極性を維持しており、生産能力の増強に加え、デジタル化や脱炭素化に

向けた取り組みも底堅く推移したことから、当初の予想を上回る見込みとなりました。 

また、利益面におきましても、売上高が順調に推移したことや、経費圧縮効果もあり、営業利益、経常

利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに当初予想を上回る見込みとなりました。 

つきましては、直近の動向及び当第４四半期の見通しを踏まえ、2023年３月期通期連結業績予想を上方

修正いたしました。 

   

 



２．配当予想の修正 

 年間配当金 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 ― 50円 00銭 50円 00銭 

今 回 修 正 予 想 ― 60円 00銭 60円 00銭 

当 期 実 績 00円 00銭 ― ― 

前 期 実 績 

（2022年３月期） 
00円 00銭 

65円 00銭 

普通配当 55円 00 銭 

記念配当 10円 00 銭 

65円 00銭 

普通配当 55円 00 銭 

記念配当 10円 00 銭 

 

（修正の理由） 

当社は配当方針を「連結配当性向 30%以上、1 株当たりの配当金 15円を下限とする」と定めております。 

今回の連結業績予想の修正を踏まえ、2023年３月期の１株当たりの期末配当金を、前回予想の 50円 00銭か

ら 10 円 00銭増配し、60円 00 銭にすることといたしました。 

 

（注）上記の予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績等は、今後さまざまな要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 

 


